
 
             

 

あきらめないで前進しよう！ 

 

校長 青木 照美 

 

夏休みが明け、学校に生徒たちの声が響き、校舎に命が吹き込まれたようです。けれども、夏休

み前よりは小さい響きです。大きな声をだしてはいけない、という状況もありますが、分散登校により

クラスの半分の生徒たちしか登校していないからです。今年の夏休みに新型コロナウイルス感染が

猛威をふるい、子どもたちも多く感染していますので、仕方ありませんが、やはり教室の生徒が半分

しかいないというのは、寂しいものだなと感じています。 

 そのような中、今は様々なことに対して我慢を強いられ苦しいですね。学校の行事も予定通りに

実施できず、部活動も思いきりできない等々、本当に辛いです。また、社会に目を向けると、地域で

は、夏祭りや様々な催し物ができない、飲食業の方たちも大変な状況です。医療関係の方や保健

所や区役所の方も休まず働いている状態です。とにかく、今は誰もが本当に苦しい状況ですが、乗

り越えるしかありません。人には、超えることができる壁しか与えられないのです。ですから、必ず、

乗り越えられると信じています。 

そのためには、みなさんで励まし合って、助け合っていくしかないと思っています。9 月 1 日に手

塚先生からお話がありましたが、学校でみなさんと過ごす時間を大事にするためにも、感染予防を

しっかり行いましょう。一人ひとりが基本的な予防を再度確認し、手

洗いの徹底、マスクの着用、３密（密閉・密集・密接）を避ける、休み

時間の過ごし方や食事の黙食についてもしっかり取り組んでいきま

しょう。今、できること精いっぱい取り組むしかありません。東永谷中

に来てすごいなと感じたものの一つに、昨年度生徒会本部の人たち

が考えてくれた東永谷中の感染予防対策のあいことば『せいたかも

ごむすめ』があります。これを、再度確認し実践していきましょう。 

横 浜 市 立 東 永 谷 中 学 校 

令和３年９月号 

せぃ  石鹸で 

た   正しく手を洗おう 

か   貸し借りをやめよう 

ま   マスクをつけよう 

ご   ゴミ袋を持とう 

む   無理はやめよう 

す   水分をとろう 

め   免疫力を高めよう 



夏に開催された東京 2020 オリンピック、パラリンピックですが、たくさんのアスリートの皆さんから

感動と勇気をもらいました。どんなに苦しくても自分に負けない心、何があっても最後まであきらめ

ない気持ち、感謝の気持ちを伝えることの大切さ等々。そして、その姿を通して素直に感動する気

持ち・・・。それらを改めて学ぶことができた夏であったと思います。オリンピックで女子バスケットボ

ーが大躍進をして銀メダルを受賞した時と同じくして、本校の女子バスケットボール部も県大会準

優勝、関東大会出場を果たしました。また、放送部の伊勢﨑さんは、横浜代表として全国大会出場

を果たすなど大活躍でした。本当にうれしい限りです。おめでとうございます。もちろん、他の部活

動のみなさんも、目標までは行かれず悔し涙を流したことも知っています。でも、精いっぱい練習に

励み、部員たちと様々なことを乗り越え、励まし合い取り組んでいたことはわかっています。だからこ

そ、今まさに忍耐の時を負けないで、前に進んでいきましょう。みなさんなら必ずできる！！先生方

と一緒に励まし合い、地域や保護者の皆さまからも応援していただき前進するしかありません。この

状況をあきらめることなく、できることを一生懸命にやっていけば、道は必ず開けると信じて・・・。よ

ろしくお願いします。 

 最後に、このような状況の中ですので、なおさら不安や悩みを抱えている人たちもいることでしょう。

ふれあいの時間（教育相談）を大事にしてください。その場では解決できないことがあるかもしれま

せんが、話すだけで気持ちが楽になることもあります。各学年主任が書かれた学年通信にも担任の

先生以外でもいつでも話してください、とありました。スクールカウンセラーの先生もいらっしゃいま

す。もちろん、校長室にもいつでも

来てください。一人で苦しまないで

ほしいです。 

先日もお伝えしましたが、萩生田

文科大臣からのメッセージも掲載し

ます。 

 

 

 

 

 

中学生のみなさんへ 

 

夏休み明け、新たに学校が始まることで、自分自身の進路の問題や

家庭内の問題、あるいは友人関係などの不安や悩みが出てくるかもしれ

ません。そんな時には、家族、先生、スクールカウンセラー、周りの友達、

誰にでもいいからあなたの悩みを話してみませんか。必ずあなたの味方に

なってくれる人がいます。絶対に一人で悩みを抱え込まないでください。 

どうしても周りの人に相談しづらいときは、電話やメール、ネットなどを使

って、相談窓口にあなたの悩みをはなしてみてください。 

また、あなたの周りに元気がない友達がいたら、ぜひ積極的に声をか

けてあげてください。あなたの声がけが、友達の不安や悩みを和らげること

につながります。 

                              令和三年八月 

                     文部科学大臣 萩生田 光一 


